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 世界各地で多発する異常高温や豪雨、また巨大台風や大規模森林火災には、気候変動のターニングポイント

を感ぜずにはおれません。今まさに、ヒトと自然の関係において、自然の恒常性が崩れ出したターニングポイ

ントではないでしょうか。本書は、この「ヒト自然系」の GISを用いた可視化に挑み、その再生を目標にして

います。ヒトと自然の関係を環境容量として捉え、生存に不可欠な、5指標（CO2固定容量、クーリング容量、

生活容量、水資源容量、木材資源容量）を設定し、全国の流域や自治体の環境容量を、GISにより市区町村単

位で試算し、三次元カラーマップにしています。日本未来デザインコンテスト（国土交通省）ベストナインや、

環境情報科学センター賞や流域圏学会賞、地球環境優秀講演賞（土木学会）などのベースになった、『流域圏

からみた日本の環境容量』（2013）、『環境容量からみた日本の未来可能性』（2011）、『GIS で学ぶ日本のヒト・

自然系』（2009）などの拙著を基に、講義や講演で創った、228 のレクチャー画像と解説、また High Sierra

や、日本の川や流域の写真により構成しています。「コロナ禍の、次の未来への、ヒント・警鐘」です。 

明日の地球と子どもたちの未来に、寄与することを願ってやみません。 
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「コロナ禍の、次の未来へのヒント・警鐘です！」 著者割引案内 
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